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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第40期

第２四半期累計期間
第39期

会計期間
自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年１月１日
至　平成27年12月31日

売上高 (千円) 2,153,105 4,082,304

経常利益 (千円) 141,208 371,622

四半期(当期)純利益 (千円) 98,647 257,601

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ―

資本金 (千円) 464,548 464,548

発行済株式総数 (千株) 2,381 2,381

純資産額 (千円) 1,600,176 1,589,769

総資産額 (千円) 3,004,009 3,490,569

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 41.42 121.22

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

１株当たり配当額 (円) ― 37

自己資本比率 (％) 53.3 45.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 681,593 17,712

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △36,263 △61,823

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △402,368 46,736

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 284,158 41,225
 

 

回次
第40期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △11.97
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(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社は存在しますが、損益及び利益剰余金等からみて重

要性が乏しいため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．当社は、第39期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第39期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移は記載しておりません。

６．当社は、平成27年10月24日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行っておりますが、第39期の期首に当

該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社

は、前第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は

行っておりません。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の経済・金融政策を背景に、企業収益や雇用環境の改

善など緩やかな回復基調にあったものの、中国をはじめとする新興国経済の減速懸念や英国のＥＵ離脱問題など海

外経済の影響により、為替や株式相場に不安定な動きが見られ、景気の先行きに不透明感が強まる状況で推移しま

した。

体外診断用医薬品業界におきましては、少子高齢化が進行するなか、インフルエンザウイルスやノロウイルスな

ど感染症の集団発生により、国民の医療への期待は「治療」から「予防」や「ケア」へとシフトしてきており、医

療現場におきましても、早期診断・早期治療の重要性の認識は高まっております。特に感染症分野では、小児・老

人医療における感染拡大の防止や院内感染の予防対策のため、早期診断に有用な検査技術が求められており、国内

外を問わず微生物検査や遺伝子検査の技術革新のスピードは速まっております。

このような環境のなか、当社は、医療現場からの様々なニーズに応えるため、POCTメーカーとして新しい検査技

術の開発や新製品の開発を推進するとともに、既存製品の改善改良にも尽力してまいりました。当第２四半期累計

期間におきましては、複数の感染症検査項目の新製品を上市するなど新検査項目の開発及び製品化に注力いたしま

した。

 

これらの結果といたしまして、当第２四半期累計期間の売上高は、21億53百万円となりました。

当社は、体外診断用医薬品事業の単一セグメントでありますが、市場分野別の売上高は以下のとおりでありま

す。

病院・開業医分野におきましては、2015/2016シーズンのインフルエンザの流行時期は例年に比べ１ヶ月ほど遅れ

ましたが、主に機器試薬システムの機器の累計販売台数の増加に伴い試薬の売上高が伸長したことにより、インフ

ルエンザ検査薬全体の売上高は11億円となりました。また、アデノウイルス検査薬、Strep A（A群β溶血連鎖球

菌）検査薬、ノロウイルス検査薬及びロタ/アデノウイルス検査薬などその他感染症POCT検査薬は、引き続き増収基

調を継続しました。さらに４月及び５月に発売を開始した肺炎球菌検査薬やRSV/ヒトメタニューモウイルス検査薬

などの新製品の売上高も加わり、病院・開業医分野全体の売上高は18億93百万円となりました。

OTC・その他分野におきましては、妊娠検査薬及び排卵日検査薬は、他社との価格競争のなか販促企画等で売上拡

大を図りましたが、OTC・その他分野全体の売上高は２億59百万円となりました。

利益面につきましては、インフルエンザ検査薬をはじめ機器試薬システムの機器やその他感染症POCT検査薬の販

売促進費が増加したこと、また新製品の研究開発費及び人件費などが増加したことなどにより、営業利益は１億40

百万円、経常利益は１億41百万円、四半期純利益は98百万円となりました。
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なお、インフルエンザ検査薬は、当社の売上高の約50％を占める主力製品であり、インフルエンザの流行時期は

冬季であることから、売上高及び営業利益ともに、第１四半期及び第４四半期に集中する傾向があります。

第40期（平成28年12月期）の四半期会計期間ごとの売上高及び営業利益又は営業損失は、以下のとおりでありま

す。なお、第３四半期及び第４四半期につきましては、未経過であるため記載しておりません。

 
第40期（平成28年12月期）の四半期会計期間ごとの売上高及び営業利益又は営業損失
 　（単位：百万円）

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第40期 合計

売上高 1,464 688 ― ― 2,153

内インフルエンザ検査薬の売上高 961 138 ― ― 1,100

営業利益又は営業損失(△) 189 △48 ― ― 140
 

 
(参考)

第39期（平成27年12月期）の四半期会計期間ごとの売上高及び営業利益又は営業損失
 　（単位：百万円）

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第39期 合計

売上高 1,464 544 605 1,468 4,082

内インフルエンザ検査薬の売上高 1,010 46 69 842 1,969

売上高の四半期百分率 35.9％ 13.3％ 14.8％ 36.0％ 100％

営業利益又は営業損失(△) 327 △156 △87 305 388
 

 

（注）１．インフルエンザ検査薬には、「クイックチェイサー Flu A,B」、「クイックチェイサー Auto Flu

A,B」及び富士フイルム株式会社向け機器試薬システムの試薬が含まれております。

２．第39期（平成27年12月期）の各四半期会計期間の売上高及び営業利益又は営業損失(△)につきまして

は、有限責任監査法人トーマツによるレビューを受けておりません。

 
(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末に比べ４億86百万円減少し、30億４百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加２億42百万円、たな卸資産の増加86百万円及び有形固定資産の増加42百

万円があったものの、受取手形及び売掛金の減少８億51百万円の減少があったことによるものであります。

当第２四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末に比べ４億96百万円減少し、14億３百万円となり

ました。これは主に、短期借入金の減少２億68百万円、支払手形及び買掛金の減少１億64百万円及び長期借入金の

減少40百万円があったことによるものであります。

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末に比べ10百万円増加し、16億円となりました。

これは主に、利益剰余金の増加10百万円によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社ミズホメディー(E31946)

四半期報告書

 5/19



 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ２億42

百万円増加し、２億84百万円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれら

の要因は、次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における営業活動により増加した資金は、６億81百万円となりました。これは主に、仕入

債務の減少１億61百万円及びたな卸資産の増加86百万円によるキャッシュ・フローの減少があったものの、売上債

権の減少８億51百万円及び税引前四半期純利益１億41百万円によるキャッシュ・フローの増加があったことによる

ものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における投資活動により減少した資金は、36百万円となりました。これは主に、有形固定

資産の取得35百万円によるキャッシュ・フローの減少があったことによるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における財務活動により減少した資金は、４億２百万円となりました。これは主に、短期

借入金の純減２億68百万円、配当金の支払87百万円及び長期借入金の返済40百万円によるキャッシュ・フローの減

少があったことによるものであります。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の総額は１億65百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,460,000

計 8,460,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,381,400 2,381,400
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。また、１単元の株式数
は100株であります。

計 2,381,400 2,381,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

― 2,381,400 ― 464,548 ― 274,548
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

唐川　文成 福岡県久留米市 848 35.63

唐川　則康 福岡県太宰府市 194 8.18

ミズホメディー社員持株会 佐賀県鳥栖市藤木町５番地の４ 193 8.12

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町二丁目11番３号 149 6.25

山里　將浩 佐賀県三養基郡基山町 110 4.62

株式会社西日本シティ銀行 福岡県福岡市博多区博多駅前三丁目１番１号 100 4.19

渡邉　亀四郎 福岡県福岡市東区 65 2.74

山口　和也 大阪府藤井寺市 57 2.41

野田　裕二 東京都江戸川区 54 2.27

立石　貞則 佐賀県鳥栖市 48 2.01

計 ― 1,821 76.48
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,380,700
 

23,807

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。また、１単元の株式数
は100株であります。

単元未満株式 普通株式 700
 

― ―

発行済株式総数 2,381,400 ― ―

総株主の議決権 ― 23,807 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式48株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

    平成28年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 
 

(注) 当社名義で単元未満株式48株を所有しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年１月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　

　

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、「企業内容等開示ガイドライン24

の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との比較情報は記載しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 41,225 284,158

  受取手形及び売掛金 ※  1,467,030 615,079

  商品及び製品 423,874 418,780

  仕掛品 220,592 263,265

  原材料 224,005 272,640

  その他 33,156 33,361

  貸倒引当金 △899 △348

  流動資産合計 2,408,986 1,886,938

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 300,798 293,328

   土地 466,336 466,336

   その他（純額） 117,360 167,258

   有形固定資産合計 884,494 926,922

  無形固定資産 5,053 5,297

  投資その他の資産 192,035 184,851

  固定資産合計 1,081,583 1,117,071

 資産合計 3,490,569 3,004,009
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 389,217 224,922

  短期借入金 349,420 81,420

  未払法人税等 57,603 40,788

  賞与引当金 23,610 24,661

  返品調整引当金 2,681 2,131

  その他 230,168 208,539

  流動負債合計 1,052,700 582,463

 固定負債   

  長期借入金 265,750 225,040

  退職給付引当金 252,920 248,969

  役員退職慰労引当金 326,781 345,619

  その他 2,647 1,740

  固定負債合計 848,099 821,370

 負債合計 1,900,799 1,403,833

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 464,548 464,548

  資本剰余金 274,548 274,548

  利益剰余金 850,290 860,826

  自己株式 ― △124

  株主資本合計 1,589,387 1,599,798

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 381 377

  評価・換算差額等合計 381 377

 純資産合計 1,589,769 1,600,176

負債純資産合計 3,490,569 3,004,009
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 ※１  2,153,105

売上原価 690,540

売上総利益 1,462,564

返品調整引当金戻入額 549

差引売上総利益 1,463,113

販売費及び一般管理費 ※２  1,322,724

営業利益 140,389

営業外収益  

 受取利息及び配当金 18

 受取手数料 600

 為替差益 1,575

 その他 560

 営業外収益合計 2,754

営業外費用  

 支払利息 1,935

 営業外費用合計 1,935

経常利益 141,208

税引前四半期純利益 141,208

法人税、住民税及び事業税 35,143

法人税等調整額 7,417

法人税等合計 42,561

四半期純利益 98,647
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税引前四半期純利益 141,208

 減価償却費 29,214

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △551

 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,051

 返品調整引当金の増減額（△は減少） △549

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,950

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,838

 受取利息及び受取配当金 △18

 支払利息 1,935

 売上債権の増減額（△は増加） 851,951

 たな卸資産の増減額（△は増加） △86,213

 仕入債務の増減額（△は減少） △161,757

 その他 △54,923

 小計 736,234

 利息及び配当金の受取額 18

 利息の支払額 △1,906

 法人税等の支払額 △52,753

 営業活動によるキャッシュ・フロー 681,593

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △35,751

 無形固定資産の取得による支出 △512

 投資活動によるキャッシュ・フロー △36,263

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の純増減額（△は減少） △268,000

 長期借入金の返済による支出 △40,710

 リース債務の返済による支出 △1,721

 株式の発行による支出 △3,921

 自己株式の取得による支出 △124

 配当金の支払額 △87,890

 財務活動によるキャッシュ・フロー △402,368

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 242,933

現金及び現金同等物の期首残高 41,225

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  284,158
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※　四半期会計期間末日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、前事業年度末日が

金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期末残高に含まれております。

 

 
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年６月30日)

受取手形及び売掛金 21,560千円 ―千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動　

当第２四半期累計期間(自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日)

当社は、主として冬季に集中して需要が発生する製品の販売を行っているため、通常、第１四半期会計期間

及び第４四半期会計期間の売上高は他の四半期会計期間の売上高と比べ著しく高くなっております。

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
当第２四半期累計期間
(自　平成28年１月１日
至　平成28年６月30日)

 

販売促進費 521,144千円   

賞与引当金繰入額 14,932千円   

役員退職慰労引当金繰入額 16,010千円   

退職給付費用 7,842千円   
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
当第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年６月30日)

現金及び預金勘定 284,158千円

現金及び現金同等物 284,158千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期累計期間(自　平成28年１月１日　至　平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月29日
定時株主総会

普通株式 88,111　 37　 平成27年12月31日 平成28年３月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。　

 
(持分法損益等)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び剰余金基準からみて、重要性の乏しい関連会社であるた

め、記載を省略しております。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自　平成28年１月１日 至　平成28年６月30日)

当社は、体外診断用医薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 41円42銭

(算定上の基礎)  

四半期純利益金額(千円) 98,647

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 98,647

普通株式の期中平均株式数(株) 2,381,394
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月10日

株式会社ミズホメディー

　　取締役会 御中  
 

 

有限責任監査法人　トーマツ  
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   本　　野　　正　　紀　　　㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   竹 之 内　　髙　　司　　　㊞

 

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミズホ

メディーの平成28年１月１日から平成28年12月31日までの第40期事業年度の第２四半期会計期間(平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年１月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミズホメディーの平成28年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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